
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成３０年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 川上村児童生徒姿勢評価事業 

事業主体 

（連絡先） 

川上村教育委員会 

（0267-97-2600） 

事業区分 （３）教育、文化・スポーツの振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費   567,840円（うち支援金：454,000 円） 

 

① 姿勢改善 

② ケガの減少（中学生対象） 

③ 保護者や村民への啓発 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

 子どもたちや保護者、教職員に

も姿勢に対する意識付けができて

いる。また、姿勢測定の点数やケ

ガの減少など数値として効果が見

えてきた。 

【フィードバックの様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

・姿勢改善（平均点の昨年との比較） 

第一小学校 全校：57点（+1.2） 男子：55.3点（+0.2） 

      女子：58点（+1.0） 

第二小学校 全校：58.7点（+1.7）男子：57.4点（+4.8） 

      女子：57.1点（-2.8） 

中学校   全校：62.2点（+7.2）男子：61.3点（+7.9） 

      女子：63.5点（+6.9） 

・ケガの減少（災害共済給付状況より） 

 平成 26年度 発生件数： 39件 割合： 26.5％ 

 平成 30年度 発生件数： 16件 割合： 17.4％ 

⇒ 発生件数： －23件、割合： －9.1％ 

 

28年度から引き続き、運動指導と姿勢測定を行った。それぞれ

の学校で体幹トレーニングや体操を取り入れ、児童生徒の意識の

向上につながっている。姿勢測定では成長期に伴って平均点が下

がった学年もあるが、ほとんどの学年で平均点が上がっており、

日々の成果が点数にも表れ始めた。 

また、今年度は保育園で親子運動あそびを実施し、保育園の保

護者にも姿勢について啓発することができた。 

姿勢測定の点数と学力、体力テストの結果の相関については、3

年分のデータが集まったことで様々な相関が見えてきた。 

 

◇参加人数 小学生 166名、中学 92名、園児 96名 

      教職員 49名、保育士 11名、保護者 

 来年度以降も運動指導を取り入れ、機能性の高い身体動作を身に付け、怪我の予防や体力の向

上に取組んでいきたい。各学校で日常的に取組める体制づくりができているため、子どもたちの

モチベーションを保ちつつ、これからも継続できるよう支援していきたい。 


